
1 ロシア

（1）ロシア情勢

ア	ロシア内政
3月に行われた大統領選挙の結果、プーチン

大統領が圧勝し、5月から通算4期目となる任
期が始まった。一方、6月に政府が年金受給開
始年齢の引上げを含む年金改革法案等を発表し
た後、国内各地で抗議デモが行われ、2014年
3月のクリミア「併合」以後80%台の高水準
を維持してきたプーチン大統領の支持率は、同

「併合」以前と同程度の60%台に低下した。同
法案が10月に成立した後も、プーチン大統領
の支持率は回復していない。

イ	ロシア経済
国際的な原油価格の下落の影響で2014年後

半から低迷していたロシア経済は、油価の安定
に伴い、2016年に下げ止まりが見られた。
2018年のGDP成長率は2017年に続きプラ
ス成長となり（予想値1.7％）、失業率は低下

（4％台後半～5％を推移）、インフレ率は若干
増加したものの低いレベルを維持し、財政収支
も黒字化するなど回復傾向にある。一方、欧米
諸国による対ロシア制裁の継続等、経済に対す
る不安要素は引き続き存在する。

ウ	ロシア外交
欧米諸国とは、3月の英国における元ロシア

情報機関員襲撃事件（スクリパル事件）や11
月のロシア国境警備局によるウクライナ海軍船
舶の拿

だ
捕
ほ

、対ロシア制裁の継続、米国による中
距離核戦力（INF）全廃条約からの脱退意向表
明等もあり、引き続き緊張関係にあり関係改善
の兆しは見えない。

中国とは、欧米との関係改善が見通せない中
で、引き続き関係の緊密化が見られる。両国
は、定期的な首脳間の交流を進めるとともに、
9月のロシア軍による大規模演習「ヴォストー
ク2018」に中国軍が史上初めて参加した。

中東においては、イラン・トルコ等と協力し
つつシリア情勢に影響力を発揮した。また、独
立国家共同体（CIS）との伝統的な協力関係や
BRICS（ブラジル、ロシア、インド、中国及び
南アフリカ）等の多国間枠組みを活用しつつ、
世界の多極化の中で存在感の向上を試みてい
る。

（2）日露関係

ア	アジア太平洋地域における日露関係
日露関係は、最も可能性を秘めた二国間関係

である。近年、ロシアは、極東・東シベリア地
域の開発を重視し、世界経済の成長センターで
あるアジア太平洋地域諸国との関係強化を積極
的に推進している。日露両国がアジア太平洋地
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域のパートナーとしての関係を発展させていく
ことは、日本の国益のみならず、地域の平和と
繁栄にも資するものである。日本とロシアは、
政治、安全保障、経済、文化・人的交流等様々
な分野で協力関係の進展に努めている。

一方、日露間の最大の懸案となっているのが
北方領土問題である。政府としては、首脳間及
び外相間で緊密な対話を重ねつつ、領土問題を
解決して平和条約を締結すべく、ロシアとの交
渉に精力的に取り組んでいる。

イ	北方領土と平和条約締結交渉
両国首脳は、戦後70年以上日露間で平和条

約が締結されていない状態は異常であるとの認
識を共有しており、2016年末の日露首脳会談
において、安倍総理大臣とプーチン大統領は、
平和条約問題を解決する自らの真摯な決意を表
明している。

2018年には、それぞれ4回の首脳会談及び
外相会談を始め、政治対話が活発に行われた。
11月の日露首脳会談において、安倍総理大臣
は、「1956年共同宣言を基礎として平和条約
交渉を加速させる」ことでプーチン大統領と合
意した。さらに12月のG20ブエノスアイレ
ス・サミットの際の日露首脳会談では、「河野
外務大臣及びラヴロフ外務大臣を交渉責任者と
し、その下で森外務審議官及びモルグロフ外務
次官を交渉担当者とする」ことで一致した。こ
れを受け、2019年1月には外相間で、第1回
の交渉として、真剣な議論を行った。そして、
同月の首脳会談では、両首脳は、具体的な交渉
が開始されたことを歓迎した上で、交渉を更に
前進させるよう指示を出した。同年2月には外
相間で第2回の交渉が行われた。

また、2016年末のプーチン大統領訪日の際
に協議の開始で合意1した北方四島における共
同経済活動については、首脳間、外相間だけで
なく、次官級協議及び局長級作業部会でも議論
を重ね、9月のウラジオストクでの日露首脳会

1	 2016年12月の日露首脳会談の結果、両首脳は、平和条約問題を解決する自らの真摯な決意を表明するとともに、北方四島における共同経済活
動に関する協議の開始に合意し、また、元島民の方々による墓参等のための手続を改善することで一致した。

2	 ①海産物の共同増養殖プロジェクト、②温室野菜栽培プロジェクト、③島の特性に応じたツアーの開発、④風力発電の導入及び⑤ゴミの減容対策

談において、両首脳は、5件のプロジェクト候
補2の実施に向けた「ロードマップ」を承認し
た。10月初めに実施された「ビジネス・ミッ
ション」では、5件のプロジェクト候補につい
て、双方の事業者間で建設的な意見交換を行う
とともに、候補地の視察を実施した。

さらに、北方領土の元島民の方々のための人
道的措置として、7月に、前年に引き続き航空
機による墓参を実施した。同月、船舶による
歯
はぼまい

舞群島への墓参の際に、臨時の追加的出入域
地点が設置された。これらの措置により、北方
四島への移動に要する時間が短縮され、元島民
の方々の身体的負担を軽減することができた。
日露双方は、今後も手続の簡素化を続けること
で一致している。

政府としては、日露両首脳の強いリーダー

日露首脳会談（11月14日、シンガポール　写真提供：内閣広報室）

航空機墓参出発式（7月22日、中標津空港）
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シップの下、領土問題を解決して平和条約を締
結すべく、引き続き、ロシアとの交渉に粘り強
く取り組んでいく。

政府は、四島交流、自由訪問及び北方墓参等
の北方領土問題解決のための環境整備に資する
事業にも積極的に取り組んでいる。また、北方
四島周辺水域における日本漁船の安全な操業の
確保や、ロシア側が禁止する流し網漁に代わる
漁法でのさけ・ます類の漁獲の継続のため、ロ
シア側に対する働きかけや調整を行っている。
一方で、北方四島でのロシアの軍備強化に向け
た動きに対しては、領土問題に関する日本の立
場に相いれないとしてロシア側に対して申し入
れている。

ウ	日露経済関係
2018年の日露間の貿易額は、ロシアから日

本への主要な輸入品目である石油・天然ガスの
価格安定や、日本からロシアへの自動車及び関
連部品の大幅な輸出増加を受け、前年に引き続
き好調な伸びを示した（2018年統計約2兆
5,281億円、前年比約13.7％増（出典：財務
省貿易統計））。

日 本 の 対 露 直 接 投 資 残 高 は1,757億 円
（2016年）から1,780億円（2017年）へと
微増した（日本銀行国際収支統計）。

2016年5月に安倍総理大臣が提案した経済
分野における8項目から成る「ロシアの生活環
境大国、経済・産業の革新のための協力プラ
ン」3については、2019年1月までに170件以
上の民間プロジェクトが生み出され、そのうち
約半数が契約等の形で動いている。

5月のサンクトペテルブルク国際経済フォー
ラムに日本はゲスト国として初めて参加し、安
倍総理大臣及び世耕経済産業大臣兼ロシア経済
分野協力担当大臣がジャパン・パビリオンを視
察したほか、日露ビジネス対話が開催されるな
ど日露の企業間で活発な意見交換が行われた。
9月の第4回東方経済フォーラム（ウラジオス

3	 ロシア・ソチでの日露首脳会談において、安倍総理大臣から提示し、プーチン大統領から高い評価と賛意が表明された。8項目とは、①健康寿命
の伸長、②快適・清潔で住みやすく、活動しやすい都市作り、③中小企業交流・協力の抜本的拡大、④エネルギー、⑤ロシアの産業多様化・生産
性向上、⑥極東の産業振興・輸出基地化、⑦先端技術協力及び⑧人的交流の抜本的拡大

トク）の際の日露首脳会談では、リハビリセン
ターの開所や高速通信サービスの提供等の極東
地域での案件を含め、「8項目の協力プラン」
の下で協力が進展していることに加えて、日露
租税条約が10月に発効することを歓迎した。

12月の貿易経済に関する日露政府間委員会
第14回会合（東京）では、河野外務大臣とオ
レシュキン経済発展相が共同議長を務め、関係
省庁や民間企業関係者を交えて経済関係を包括
的に議論した。ガスプロム社によるサムライ債
の発行を歓迎したほか、ハバロフスク空港運営
参画事業の株主間協定の署名を受けて、日本の
技術と経験をいかした空港の誕生を期待すると
の言及があった。

また、ロシア国内6都市で活動している日本
センターは、両国企業間のビジネスマッチング
や経営関連講座を実施しており、これまでに約
8万6,000人が講座を受講し、そのうち約
5,400人が訪日研修に参加している。

エ	様々な分野における日露間の協力
（ア）安全保障・防衛交流・海上保安

2018年も、日露戦略対話を始め、軍縮・不
拡散、テロ等幅広い分野で外交当局間の協議を
行った。また、5月の日露首脳会談での合意に
基づいて、6月にマネーロンダリング（資金洗
浄）対策に関する日本人専門家のロシアへの派
遣や、11月にはアフガニスタンや中央アジア
の麻薬対策官に対する研修を初めて管理職に拡
大する形で実施した。麻薬探知犬訓練支援の分
野では、11月には日本、ロシア、アフガニス
タン、国連薬物犯罪事務所（UNODC）の間
で共同文書に署名し、今後の協力を確認した

（コラム「アフガニスタン産麻薬との戦い」
155ページ参照）。

安全保障分野では、4月に外交当局間で日露
安保協議を実施し、7月にモスクワで3回目と
なる日露外務・防衛閣僚協議（「2＋2」）が開
催されたほか、10月には谷内内閣官房国家安
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皆さんはロシアと聞いて何を思い浮かべるでしょうか。ボルシチなどの料理。ドストエフスキー
やトルストイなどの文豪。ザギトワさんなどフィギュアスケートで活躍する選手を思い浮かべる方
もいるかもしれません。「あなたの知らない日本があります」「あなたの知らないロシアがあります」。
2018年に行われた「ロシアにおける日本年」及び「日本におけるロシア年」のキャッチフレーズ
です。日本やロシアになじみのない方にとっては理解のための最初の一歩となるように、知識があ
る方にはより知識を深めることができるようにと、両国民の相互理解を希望して、2016年12月の
プーチン大統領の訪日時に、交流年の実施について両国首脳で一致しました。

これに従って2018年は日露両国の各地でお互いを紹介する多くの行事が行われました。5月、モ
スクワのボリショイ劇場での開会式では、日本武道館による「鏡開き式」及び和太鼓集団「DRUM 
TAO」による公演が行われ、出席された安倍総理大臣、プーチン大統領及び多くの観客からの万雷
の拍手で交流年の幕が開きました。

©Chekhov International Theater Festival / Shochiku 
Grand Kabuki Chikamatsuza
松竹大歌舞伎近松座訪露公演「吉野山」の一コマ

（9月、ロシア・モスクワ　モスソビエト劇場　写真提供：松竹）

開会式で演奏する「DRUM TAO」とロシア人アーティスト
（5月26日、ロシア・モスクワ　ボリショイ劇場　写真提供：
DRUM TAO）

「ロシアにおける日本年」の代表的な行事として、1万人以上の観衆を集めた流
や ぶ さ め

鏑馬や、旧ソ連時
代の初演から90周年となる松竹大歌舞伎近松座訪露公演、入館まで長い行列となったモスクワ・
プーシキン美術館での江戸絵画名品展などが行われ、大きな反響がありました。

歌舞伎訪露公演を振り返り、主演の一人である四代目中村鴈治郎さんは、「前回2003年のモスク
ワ、サンクトペテルブルクでの歌舞伎公演よりも大勢のお客様にじっくりとご覧いただけて反響も
大きく嬉しく思っております」と述べています。「DRUM TAO」は、「目で見て初めて知ったロシ
ア。ボリショイバレエ団とのコラボで感じたロシア。とても誠実で美しい街と人。お互いの文化は
それぞれの個性。相互理解が生んだ融合のステージ」と公演の印象を述べています。
「ロシアにおける日本年」及び「日本におけるロシア年」の実施は、相互理解の深化のための重要

な一歩となりました。ロシア文学を日本に紹介した二葉亭四迷は日露戦争後、「将来の戦を避ける方
法はただ一つ」「両国民の意思を疎通せねばならぬ。日本国民の心持ちを露

ろ
西
し

亜
あ

人
じん

に知らせねばなら
ぬ」と志し、サンクトペテルブルクに滞在しましたが、志半ばで病に倒れ、帰国する船上で亡き人
となりました。2019年は没後ちょうど110年となります。二葉亭四迷の遺志でもある日露相互理
解の深化も私たちの使命の一つです。

特 集 ロシアにおける日本年　～相互理解の深化のために～
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全保障局長とパトルシェフ安全保障会議書記の
会談が行われた。また防衛交流では、10月に
河野自衛隊統合幕僚長が訪露した（統合幕僚長
による訪露は2012年の岩崎統合幕僚長以来6
年ぶり）。実務レベルでは、各種協議に加え、
7月に日露捜索・救難共同訓練、11月にソマ
リア沖・アデン湾において日露で初となる海賊
対処共同訓練を実施した。さらに、前年に続
き、日露海上警備機関長官級会合が実施され
た。

（イ）文化・人的交流
2016年12月の日露首脳会談で青年交流の

規模を年間1,000名程度に拡大するとの合意
がなされたことを受け、2018年には1,334人

（2017年：1,121人）が日露青年交流事業に
参加し、幅広い分野で交流が実施された。

2018年は日露両首脳の合意により「ロシア
における日本年」「日本におけるロシア年」が
実施され、5月に両首脳出席の下、モスクワの

ボリショイ劇場で開会式が行われたほか、交流
年の認定行事としてロシアで500件近く、日
本では150件近くの行事が開催されるなど、
文化・人的交流が活発に行われた（コラム「ロ
シアにおける日本年」114ページ参照）。

2 中央アジア諸国とコーカサス諸国

（1）総論

中央アジア・コーカサス諸国は、アジア、欧
州、ロシア、中東を結ぶ地政学的な要衝に位置
するほか、豊富な石油、天然ガス、ウラン等の
天然資源を有する。また、同諸国を含む地域全
体の安定、テロとの闘い、麻薬対策といった国
際社会が直面する重要課題に取り組んでいく上
でも高い重要性を有する。

日本はこれら諸国との二国間関係の強化を要
人往来等を通じて引き続き図るとともに、「中
央アジア＋日本」対話の枠組み等を活用した地
域協力促進のための取組を続けている。

（2）中央アジア諸国

日本は、中央アジアの「開かれ、安定し、自
立的な発展」を支え、同地域の平和と安定に寄
与することを目的とした外交を推進しており、
①二国間関係の着実な強化、②「中央アジア＋
日本」対話を通じた地域協力の促進・地域共通
の課題への貢献及び③グローバルな舞台での協
力を中央アジア外交の三本柱としている。

2018年においては、前年に引き続き要人往
来等の活発な交流が行われた。中央アジア諸国
からは、9月にサファーエフ・ウズベキスタン
上院第一副議長、10月にラフモン・タジキス
タン大統領、メレドフ・トルクメニスタン副首
相兼外相、ホルムラードフ・ウズベキスタン副
首相兼国家投資委員長、ホジャーエフ同国対外
貿易相、12月にアリハーノフ同国下院副議長
等が訪日した。

このうち、ラフモン・タジキスタン大統領
は、約11年ぶりに訪日し、広島・京都を訪問

日露青年フォーラム2018 
（9月25日、ロシア・リャザン　写真提供：日露青年交流センター）

日露青年交流事業の様子 
（6月26日、札幌　写真提供：日露青年交流センター）
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するとともに、安倍総理大臣との首脳会談を
行った。同首脳会談では、人材育成分野での協
力、対アフガニスタン国境管理における協力及
び二国間経済関係の強化を行っていくこと等を
確認した。

また、ホルムラードフ・ウズベキスタン副首
相兼国家投資委員長及びホジャーエフ同国対外
貿易相は、麻生副総理大臣兼財務大臣及び阿部
外務副大臣等と会談を行い、日本・ウズベキス
タン経済合同会議に出席した。メレドフ・トル
クメニスタン副首相兼外相は、安倍総理大臣へ
の表敬、河野外務大臣との会談等を行った。こ
れら要人の訪日に際しては、日本企業との協力
案件に係る文書も作成された。

日本からは、7月に中根外務副大臣がウズベ
キスタンを訪問し、ホルムラードフ同国副首相
兼国家投資委員長ほか、政府要人と会談を行っ
た。また、12月に山田外務大臣政務官がキル
ギスを訪問し、アイダルベコフ外相と会談し
た。

中央アジアの安定と発展には地域共通課題の
解決に向けた地域協力が不可欠との観点から、
日本が「触媒」として地域協力を促していくた
めに2004年に立ち上げた「中央アジア＋日本」

対話の枠組みにおいて、これまで6回の外相会
合のほか、有識者やビジネス関係者の参加も得
て様々な議論を実施してきている。設立から
10年以上がたち、近年は対話にとどまらない、
より実践的な協力に取り組んでおり、1月に第
12回高級実務者会合を開催し、観光を新たな
テーマとすることが決定された。これを受け
て、観光を主題として2月に第4回専門家会合
を実施した。3月に開催した第2回ビジネス対
話においては100人を超える日本企業・経済
団体関係者の参加を得た。また、7月には、「中
央アジアの地域協力と地域安全保障の戦略的展
望」と題して第11回東京対話（知的対話）を
開催し、11月には第13回高級実務者会合を
行った。

2018年 は、 国 連 タ ジ キ ス タ ン 監 視 団
（UNMOT）に政務官として派遣された秋野
豊・元筑波大助教授が同国で殉職してから20
年目に当たり、研究者としての同氏の功績を再
評価するとともに、平和構築・国際貢献の分野
での日本の役割等について考察するシンポジウ
ムを7月、河野外務大臣の出席を得て東京で開
催した。タジキスタンにおいてもシンポジウム
やUNMOT殉職職員顕彰碑の維持管理貢献者
への表彰を行った。

一方、中央アジアにおいては、地域諸国間の
協力関係が進展したことが特筆される。3月に
は、第1回中央アジア諸国首脳会合がカザフス
タンにおいて開催された。各国首脳間の往来の
拡大や、国境検問所・直行便の再開といった動
きも見られた。また、8月には、カスピ海沿岸
諸国首脳会合がカザフスタンにおいて開催さ
れ、沿岸5か国（カザフスタン、ロシア、トル
クメニスタン、イラン、アゼルバイジャン）の
間でカスピ海の法的地位に関する協定等に署名
がなされた。

日・タジキスタン首脳会談（10月5日、東京　写真提供：内閣広報室）
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（3）コーカサス諸国

2018年は、日本とコーカサス諸国との関係
において画期的な年となった。

日本からは、9月に河野外務大臣がアルメニ
ア、ジョージア、アゼルバイジャンのコーカサ
ス3か国を訪問し、首脳への表敬や外相会談等
を行った。アルメニア及びジョージアには日本
の外務大臣として史上初の訪問となり、アゼル
バイジャンには、1999年の高村外務大臣の訪
問以来19年ぶりの訪問となった。

コーカサス地域には、ジョージアにおける南
オセチア・アブハジアや、アルメニアとアゼル
バイジャンとの間のナゴルノ・カラバフをめぐ
る紛争が依然として存在するが、同時に同地域
は、アジア、欧州、中東をつなぐゲートウェイ

（玄関口）としての潜在性と国際社会の平和・
安定に直結する戦略的重要性を有している。河
野外務大臣は、コーカサス諸国を訪問した際、
同地域に対する日本外交の基本方針として、①
国造りを担う人造り支援（人材育成）及び②魅
力的なコーカサス造りの支援（インフラ整備及
びビジネス環境整備）の二本柱から成る「コー
カサス・イニシアティブ」を発表した。

アゼルバイジャンでは、4月に大統領選挙が
行われ、アリエフ大統領が再選された。5月に
は平木経済産業大臣政務官がカスピ海石油・ガ
ス展示会及び国際会議出席のためアゼルバイ
ジャンを訪問した。

アルメニアとの間では、2月に投資協定の署
名式が行われた。また、同月に堀井学外務大臣
政務官がアルメニアを訪問し、ナルバンジャン
外相と会談を行った。5月、サルグシャン前大
統領の首相就任に反対する大規模なデモが発生
し、政府側は武力弾圧することなく首相が辞任
し、反対派を率いたパシニャン国民議会議員が
首相に選出された。

ジョージアでは、10月に大統領選挙が行わ
れ、11月の決選投票においてズラビシヴィリ
国会議員が当選し、大統領に就任した。

日・アルメニア外相会談（9月3日、アルメニア・エレバン）

日・ジョージア外相会談（9月4日、ジョージア・トビリシ）

日・アゼルバイジャン外相会談（9月5日、アゼルバイジャン・バクー）
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